
「男女共同参画行動計画 白山２１」 

平成２１年度事業実施状況（概要） 
 

白山市男女共同参画行動計画「男女共同参画行動計画 白山２１」では５つ

の基本目標を掲げ、男女共同参画社会の実現を目指します。 

計画期間は、平成１９年度～平成２８年度までの１０年間です。 

 平成２１年度の主な事業実施状況は次のとおりです。 

 

基本目標 Ⅰ 家庭生活における活動と他の活動の両立 

 男女の家庭･地域生活と職業生活の両立の支援のため、市広報やあさがおＴＶ、

セミナー等で男女共同参画の啓発・周知を行いました。また男性のための料理

教室や非行被害防止講座、子育て講座等を開催し、男性の家事・介護への参加

促進を図りました。 

 高齢者や傷害のある人の福祉サービスでは、社会福祉大会などでの啓発、介

護予防の普及、相談体制の充実により必要なサービスの提供を行ない、またボ

ランティア活動、シルバー人材センターの支援、高齢者スポーツ大会の実施に

より高齢者の社会参加の促進を図りました。 

 

基本目標 Ⅱ 社会における制度又は慣行についての配慮 

 男女共同参画推進セミナー等の開催とともに、女性に関する相談体制の充実

を図るため、女性相談員による「女性のための無料相談」の開催や地域の合同

相談での女性の悩みごと相談を受け付けるなど男女共同参画の視点に立った社

会制度・意識改革を図りました。 

庁内では、各部の相互連携の為の市民相談対策委員会を設置し、関係機関と

の連携強化を図りました。 

 男女平等教育の推進では、小中学校や保育所、児童館において、人権擁護委

員による読み聞かせや人権アニメ映画会を開催し、男女共同参画に視点をおい

た教育を実施しました。 

 

基本目標 Ⅲ 政策等の立案及び決定への共同参画 

  市では審議会等の女性委員登用率を平成２８年度までに４０％を目標として 

掲げており、市の政策や方針決定に女性の参画を促進するため「女性人材リス

ト登録事業」を実施して女性人材の発掘、情報提供を行いました。また地域づ

くりや環境講演会などの学習機会に女性の参加を促進するなどまちづくりや環

境分野においても男女共同参画の関する取り組みが行われました。 

 

基本目標 Ⅳ 男女の人権の尊重 

 女性に対する暴力を根絶する基盤づくりのため、１１月に「女性に対する暴

力をなくすための講演会」を開催しました。また、１２月から専門のＤＶ電話

相談員によるＤＶ専用電話「ＤＶホットライン白山」を毎週金曜日の午後に開

設しました。 

 

基本目標 Ⅴ 国際的協調 

 学校教育や生涯学習の場において文化講座、料理教室、読み聞かせ等を実施

し、国際理解の促進に努め、日本語教室やスポーツ大会等を開催し、在住外国

人との交流を図りました。また、外国語標記のごみ出しカレンダーの発行や観

光チャンネルの多言語化の実施より、在住外国人への支援に努めました。 


